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毛行 rmoft S65で業務改善やってみた」⑧U

M365を使った手続案内業務の合理化を検討していた名古屋高裁管内デジ担のみなさん。このたび、裁判所

ウェブサイトにチャットボットの導入を検討している最高裁と一緒に、製品選別のための検証作業を行いまし

た！取組に至った経緯や、参加した率直な感想などをお話しいただきましたので、ご紹介します。

叩検証作業参加メンバー(※,）
名古屋高裁管内デジ担（※2)のみなさん 最高裁チャットボット検証ﾁｰﾑ

大木さん 高橋さん 山端さん 中村さん 杉村さん 山本さん 笹杢室血 lﾛ山室血
デジ室 デジ室

草野さん 簗田さん

大熊さん 松原さん 本谷さん 田中さん 山岸さん 室田さん Lu旦室血 丘薑室血

－デジ担

｜惨い
名古屋デジ企しP

デジ室 デジ室

塚田さん 牧野さん

松田さん 安井さん ノ｣耐ﾎさん 南さん 瀧澤さん

※↑下線は座談会’ ｜の参加者です｡所属は検証参加当時のものになります。
※2名古屋高裁管内では､管内の地家簡裁からﾃｼﾀﾙ化推進担当職舅(運称｢ﾃｼ担｣）を選任しており､ﾃｼﾀﾙ企画ﾁｰﾑとも連携令和6年9月 最高裁デジタル総合政策室

して、裁判部におけるM365の活用を中心とする業務改善の検討・発信を行っています。
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デジ担のみなさん M365を使って業務を合理化し

蕊
面白そうだと思い、Formsなどを使った窓口業務

の合理化案を作って最高裁に相談。

蕊
デジ担・最高裁のコラボが実現！そして．“

、チャットボット検証画面（イメージ画面）

手続案内の利用者に適した製品を検討するため、

デジ担の皆さんには、利用者の立場から、複数の

チャットボット製品を操作し、意見を述べてもら

いました。また、チャットボットの役割やウェブ
サイトとの連携など、様々な点について率直に意

見交換しました。
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デジ担のみなさんの声しり

豊 蕊
参加できたことはとてもよい経験で

すし、周りにも自'匡できます！

旦
最高裁に伝わり、このコラボ検証につ

ながったことが率直に嬉しかったです。
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,離れていても活発に意見交換発に意雛 ていても

デジ担のみなさんの声しし

且
＜ださい」と繰り返し言っていただい

たことで、本音を伝えられました。
向に思いを伝え合うことができました。

豊
セージを送ったり、チャネルで投稿し

今回は、知り合って間もないメンバー同士の取組で

あったので、チャネルに投稿したり、個別にチャッ

トでメッセージを送ったりすることに敷居の高さを

感じた人はより多いかもしれません。グループ

チャットの方が心理的な抵抗感も少なく感じられる

との御意見は新しい気づきです。

たりするのは少しハードルが高かった

です。グループチャットの方がもう少
し気軽に投稿できたかも。
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向新 ﾄ開発に向Iすてウ サイト、チ

新ウェブサイト、チャットボットの開発に期待す

ることがあったら教えてください。

視覚的にわかりやすく、必要な情報に

たどり言きやすいウェブサイトになっ

たら嬉しいです。デザインを工夫する

などして馬|||染みやすいものにしたり、

将来的には障害がある方も利用しやす

いウェブサイトになることを期待しま

す。

デジ担のみなさんの声しし｜

にくく感じます。

利用者目線のウェブサイトやチャッ

トボットを作成するには、直接利用

者の声を閏くことが有益では。運用

が始まった後も、利用者の希望や意

見を踏まえて、よりよいウエブサイ

ト、チャットボットを育てていって

ほしいです。

且
q壹菫な御意見ありがとうございます。今後

の検討に役立たせていただきます。チャッ

トボットは「導入して終わり」ではなく、

利用状況を分析しながら、改善していくこ

とを予定しています。
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今回 ’験奏こんなふうに牛かしの経 たい！1フ

デジ担のみなさんの声しし

旦髻 §
きました。

溝
して取組に参加できました。私も今後プ

ロジェクトに関わるときは、意見交換の

場の雰囲気づくりを大切にしたいです。

まさに利用者目線に立ったデジタル化の

検討ができたことで、裁判所が目指すの

は「利用者に対する司法サービスの向

上」だと改めて認識できました。この視

点を忘れずに、今後もデジタル化につい

て考えていきたいです。

利用者にとって使いやすいチャットボットを導入ぐ
する上で、今回デジ担のみなさんに御協力いただ

けたことは大きな意味があったと思います。

これから、さらにデジタル技術を活用することで、

裁判所が提供する司法サービスはどんどん変わっ

ていくと思います。今後もみなさんの取組と最高

裁の施策との相乗効果で、裁判所全体として,より

良い司法サービスの実現を目指しましょう！豊
デジタル化は組織全体で進めるもの。ど

うやったら職員全体を巻き込めるか、今

後も検討していきたいです。
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